用言ハダカ形のク語法 : 時間局在性についての分析 by 須田 淳一
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用言ハダカ形のク語法 
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2.2. 分析（2）： -ク節の動詞タイプ 












  2.2.2. -クのラ変動詞ハダカ形の事例における時間局在性 











13/3272H01 うちはへて  思ひし小野は  遠からぬ  その里人の  標結ふと 聞きてし日よ
り  立て-ラクの  たづきも知らず  居ら-ク（居＿久）の  奥処も知らず にきびにし  我
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2.4. 分析（3）： -クの四段動詞ハダカ形の事例 
 萬葉集中ではク語法の-ク形の訓があてられる四段動詞は、計 48 例ある。以下、四段動詞の-
ク事例を動詞ごとに取り上げ、その時間局在性について分析する。 





  2.4.1. -ラ行四段動詞ハダカ形の-ク 
語形態上では、-クの前に語幹末尾形態素「ら」がくるが、もとより-ラクとは異なる。ク
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語法とされる事例は、７語・20 例あるが、うち正訓のある事例である７語・15 例を取り上げ
る。【注 2】 






































13/3239H01 近江の海  泊り八十あり  八十島の  島の崎々  あり立てる  花橘を 
13/3239H02 ほつ枝に  もち引き懸け  中つ枝に  斑鳩懸け  下枝に  比米を懸け 
13/3239H03 汝が母を”  取ら-ク（取＿久）を”知らに  汝が父を”  取ら-ク（取＿久）を”
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と考えられる。‘恋心が増さることであるのに’と通釈される。｛恋心がつのっている｝という
意味の限り、発話時を含むコトガラ的な状態をあらわしている点で、非局在的な事態といえる。 
















16/3885H01 いとこ  汝背の君  居り居りて  物にい行くとは  韓国の  虎といふ神を 
16/3885H02 生け捕りに  八つ捕り持ち来  その皮を  畳に刺し  八重畳  平群の山に  
16/3885H03 四月と  五月との間に  薬猟  仕ふる時に  あしひきの  この片山に 
16/3885H04 二つ立つ  櫟が本に  梓弓  八つ手挟み  ひめ鏑  八つ手挟み  獣待つと 
16/3885H05 我が居る時に  さを鹿の  来立ち嘆か-ク（嘆＿久） 『たちまちに  我れは死ぬ
べし 
16/3885H06 大君に  我れは仕へむ  我が角は  み笠のはやし  我が耳は  み墨の坩 
16/3885H07 我が目らは  ますみの鏡  我が爪は  み弓の弓弭  我が毛らは  み筆はやし 
16/3885H08 我が皮は  み箱の皮に  我が肉は  み膾はやし  我が肝も  み膾はやし 
16/3885H09 我がみげは  み塩のはやし  老いたる奴  我が身一つに  七重花咲く 
16/3885H10 八重花咲くと  申しはやさね  申しはやさね』 
 
 『 』で示した箇所は動物の鹿が述べた嘆願の直接引用部で、死しても天皇の傍らで役立って




17/4008H01 あをによし  奈良を来離れ  天離る  鄙にはあれど  我が背子を 
17/4008H02 見つつし居れば   思ひ遣る  こともありしを  大君の 
17/4008H03 命畏み  食す国の  事取り持ちて  若草の 
17/4008H04 足結ひ手作り  群鳥の  朝立ち去なば  後れたる 
17/4008H05 我れや悲しき  旅に行く  君かも恋ひむ  思ふそら 
17/4008H06 安くあらねば  嘆か-ク（奈気可久）を”  留めもかねて  見わたせば 
17/4008H07 卯の花山の  霍公鳥  音のみし泣かゆ  朝霧の 
17/4008H08 乱るる心  言に出でて  言はばゆゆしみ  砺波山 
17/4008H09 手向けの神に  幣奉り  我が祈ひ祷ま-ク  はしけやし 
17/4008H10 君が直香を  ま幸くも  ありた廻り  月立たば 






  2.4.3. サ行四段動詞ハダカ形の-ク 
ク語法とされる事例は、７語・７例、うち正訓のある事例は、４語・４例ある。 
  








(11)「見す」〔1/1 例〕  （「見-」語幹動詞を扱う第 3.1.3.節、第 3.2.1.節で後述する） 
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(12)「申す」〔1/1 例〕   （通達動詞を扱う第 4 節で後述する） 
 














01/0050H01 やすみしし  我が大君  高照らす  日の皇子  荒栲の  藤原が上に 
01/0050H02 食す国を  見したまはむと  みあらかは  高知らさむと  神ながら 
01/0050H03 思ほすなへに  天地も  寄りてあれこそ  石走る  近江の国の  衣手の 
01/0050H04 田上山の  真木さく  桧のつまでを  もののふの  八十宇治川に  玉藻なす 
01/0050H05 浮かべ流せれ  其を取ると  騒く御民も  家忘れ  身もたな知らず 
01/0050H06 鴨じもの  水に浮き居て  我が作る  日の御門に  知らぬ国 
01/0050H07 寄し巨勢道より  我が国は  常世にならむ  図負へる くすしき亀も 
01/0050H08 新代と  泉の川に  持ち越せる  真木のつまでを  百足らず  筏に作り 
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(15)「言ふ」  （通達動詞を扱う第 4 節で後述する） 
 
(16)「思ふ」 〔3/4 例〕 
 
09/1740H01 春の日の  霞める時に  住吉の  岸に出で居て  釣舟の  とをらふ見れば 
09/1740H02 いにしへの  ことぞ思ほゆる  水江の  浦島の子が  鰹釣り  鯛釣りほこり 
09/1740H03 七日まで  家にも来ずて  海境を  過ぎて漕ぎ行くに  海神の  神の娘子に 
09/1740H04 たまさかに  い漕ぎ向ひ  相とぶらひ  言成りしかば  かき結び 
09/1740H05 常世に至り  海神の  神の宮の  内のへの  妙なる殿に  たづさはり 
09/1740H06 ふたり入り居て  老いもせず  死にもせずして  長き世に  ありけるものを 
09/1740H07 世間の  愚か人の  我妹子に  告りて語ら-ク  しましくは  家に帰りて 
09/1740H08 父母に  事も告らひ  明日のごと  我れは来なむと  言ひければ 
09/1740H09 妹が言へ-ラク  常世辺に  また帰り来て  今のごと  逢はむとならば 
09/1740H10 この櫛笥  開くなゆめと  そこらくに  堅めし言を  住吉に  帰り来りて 
09/1740H11 家見れど  家も見かねて  里見れど  里も見かねて  あやしみと 
09/1740H12 そこに思は-ク（念＿久）  家ゆ出でて  三年の間に  垣もなく  家失せめやと 
09/1740H13 この箱を  開きて見てば  もとのごと  家はあらむと  玉櫛笥  少し開くに 
09/1740H14 白雲の  箱より出でて  常世辺に  たなびきぬれば  立ち走り  叫び袖振り 
09/1740H15 こいまろび  足ずりしつつ  たちまちに  心消失せぬ  若くありし 
09/1740H16 肌も皺みぬ  黒くありし  髪も白けぬ  ゆなゆなは  息さへ絶えて 









 この第二例の H02 は、異本にみられる発句（初句と第二句）である。これについて『評釈』
では、‘片思ひの悩みの募る状態‘と解説され、「思ふ」に一定の継続性を認めている。なお、
一方の底本原文の方は、H01 のように「恋ふ」の-ラク形となり、発話時点での愛情の強さを吐























































(20)「のたぶ」〔1/1 例〕 （通達動詞を扱う第 4 節で後述する） 
 





17/4008H01 あをによし  奈良を来離れ  天離る  鄙にはあれど  我が背子を 
17/4008H02 見つつし居れば   思ひ遣る  こともありしを  大君の 
17/4008H03 命畏み  食す国の  事取り持ちて  若草の 
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17/4008H04 足結ひ手作り  群鳥の  朝立ち去なば  後れたる 
17/4008H05 我れや悲しき  旅に行く  君かも恋ひむ  思ふそら 
17/4008H06 安くあらねば  嘆か-ク（奈気可久）を”  留めもかねて  見わたせば 
17/4008H07 卯の花山の  霍公鳥  音のみし泣かゆ  朝霧の 
17/4008H08 乱るる心  言に出でて  言はばゆゆしみ  砺波山 
17/4008H09 手向けの神に  幣奉り  我が”祈ひ祷ま-ク（許比能麻久） 『はしけやし 
17/4008H10 君が直香を  ま幸くも  ありた廻り  月立たば 
17/4008H11 時もかはさず  なでしこが  花の盛りに  相見しめ』 とぞ 
 




2.5. 考察（2）： -クの四段動詞ハダカ形の時間局在性 
 以上で、-クがとる動詞のハダカ形におけるすべての該当事例を観たことになる。萬葉集中の























3.1. 分析（4）： -ラクの各動詞ハダカ形の事例 
 集中ではク語法の-ラク形の訓があてられる動詞は、全 68 例ある。 
 














05/0894H01神代より  言ひ伝て来-ラク（云伝久良久） 『 そらみつ  大和の国は  皇神の  厳
しき国 
05/0894H02 言霊の  幸はふ国 』と  語り継ぎ  言ひ継がひけり  今の世の  人もことごと 
05/0894H03 目の前に  見たり知りたり  人さはに  満ちてはあれども  高照らす 
05/0894H04 日の朝廷  神ながら  愛での盛りに  天の下  奏したまひし  家の子と 
05/0894H05 選ひたまひて  大御言 
05/0894I01［反云］ 
05/0894H06［大みこと］ 
05/0894H07 戴き持ちて  もろこしの  遠き境に  遣はされ  罷りいませ  海原の 
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05/0894H08 辺にも沖にも  神づまり  領きいます  もろもろの  大御神たち  船舳に 
05/0894I02［反云］ 
05/0894H09［ふなのへに］ 
05/0894H10 導きまをし  天地の  大御神たち  大和の  大国御魂  ひさかたの 
05/0894H11 天のみ空ゆ  天翔り  見わたしたまひ  事終り  帰らむ日には  またさらに 
05/0894H12 大御神たち  船舳に  御手うち掛けて  墨縄を  延へたるごとく 
05/0894H13 あぢかをし  値嘉の崎より  大伴の  御津の浜びに  直泊てに 
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がある（cf．須田 2006）。 
 
06/0913H01 味凝り  あやにともしく  鳴る神の  音のみ聞きし  み吉野の 
06/0913H02 真木立つ山ゆ  見下ろせば  川の瀬ごとに  明け来れば  朝霧立ち 
06/0913H03 夕されば  かはづ鳴くなへ  紐解かぬ  旅にしあれば  我のみして 













































































































13/3260H01 小治田の  年魚道の水を  間なくぞ  人は汲むといふ  時じくぞ 
13/3260H02 人は飲むといふ  汲む人の  間なきがごと  飲む人の  時じきがごと 





















































13/3302H01 紀の国の  牟婁の江の辺に  千年に  障ることなく  万代に 
13/3302H02 かくしもあらむと  大船の  思ひ頼みて  出立の  清き渚に  朝なぎに 
13/3302H03 来寄る深海松  夕なぎに  来寄る縄海苔  深海松の  深めし子らを 
13/3302H04 縄海苔の  引けば絶ゆとや  里人の  行きの集ひに  泣く子なす 
13/3302H05 行き取り探り  梓弓  弓腹振り起し  しのぎ羽を  二つ手挟み 










































13/3247H01 沼名川の  底なる玉  求めて  得し玉かも  拾ひて  得し玉かも 





  3.1.5. 下二段動詞ハダカ形の-ラク 〔17 例〕 ７語 
 
(24)「解く」 〔2/2 例〕 
 
11/2558H01 愛しと思へりけらしな忘れと結びし紐の解く-ラク（解楽）思へば 





























(26)「告ぐ」 〔3/3 例〕  （通達動詞を扱う第 4 節で後述する） 
 
(27)「（さ）寝」  〔3/3 例〕 
 




























(28)「荒る」  〔2/2 例〕 
 
06/1059H01 三香の原  久迩の都は  山高み  川の瀬清み  住みよしと  人は言へども 
06/1059H02 ありよしと  我れは思へど  古りにし  里にしあれば  国見れど 
06/1059H03 人も通はず  里見れば  家も荒れたり  はしけやし  かくありけるか 
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06/1059H04 みもろつく  鹿背山の際に  咲く花の  色めづらしく  百鳥の 
06/1059H05 声なつかしく  ありが欲し  住みよき里の  荒る-ラク（楽苦）惜しも 
 



































  3.1.6. 四段動詞ハダカ形の-ラク 〔１例〕 
  （但し、「告る」のみ。通達動詞を扱う第 4 節で後述する） 
 
3.2. 考察（3）： -ラクの各動詞ハダカ形の時間局在性 
  3.2.1. 定量 
定量の観点で、萬葉集中では事例無しかごくわずかの動詞活用型ということが分かる。変格



































(31) ラ行四段「語る」〔5/5 例〕  
 
02/0230H01 梓弓  手に取り持ちて  ますらをの  さつ矢手挟み  立ち向ふ  高円山に 
02/0230H02 春野焼く  野火と見るまで  燃ゆる火を  何かと問へば  玉鉾の 
02/0230H03 道来る人の  泣く涙  こさめに降れば  白栲の  衣ひづちて  立ち留まり 
02/0230H04 我れに語ら-ク（語＿久） 『 なにしかも  もとなとぶらふ  聞けば  哭のみし
泣かゆ 
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の薨葬は、事態として長期的な活動状態をあらわしているとすると、発話時点での絶対的な局
在を除き、非局在的であるほかない。 











09/1740H01 春の日の  霞める時に  住吉の  岸に出で居て  釣舟の  とをらふ見れば 
09/1740H02 いにしへの  ことぞ思ほゆる  水江の  浦島の子が  鰹釣り  鯛釣りほこり 
09/1740H03 七日まで  家にも来ずて  海境を  過ぎて漕ぎ行くに  海神の  神の娘子に 
09/1740H04 たまさかに  い漕ぎ向ひ  相とぶらひ  言成りしかば  かき結び 
09/1740H05 常世に至り  海神の  神の宮の  内のへの  妙なる殿に  たづさはり 
09/1740H06 ふたり入り居て  老いもせず  死にもせずして  長き世に  ありけるものを 
09/1740H07 世間の  愚か人の  我妹子に  告りて語ら-ク（告而語＿久） 『しましくは  家
に帰りて 
09/1740H08 父母に  事も告らひ  明日のごと  我れは来なむ 』 と  言ひければ 
09/1740H09 妹が言へ-ラク  常世辺に  また帰り来て  今のごと  逢はむとならば 
09/1740H10 この櫛笥  開くなゆめと  そこらくに  堅めし言を  住吉に  帰り来りて 
09/1740H11 家見れど  家も見かねて  里見れど  里も見かねて  あやしみと 
09/1740H12 そこに思は-ク  家ゆ出でて  三年の間に  垣もなく  家失せめやと 
09/1740H13 この箱を  開きて見てば  もとのごと  家はあらむと  玉櫛笥  少し開くに 
09/1740H14 白雲の  箱より出でて  常世辺に  たなびきぬれば  立ち走り  叫び袖振り 
09/1740H15 こいまろび  足ずりしつつ  たちまちに  心消失せぬ  若くありし 
09/1740H16 肌も皺みぬ  黒くありし  髪も白けぬ  ゆなゆなは  息さへ絶えて 
09/1740H17 後つひに  命死にける  水江の  浦島の子が  家ところ見ゆ 









09/1809H01 葦屋の  莵原娘子の  八年子の  片生ひの時ゆ  小放りに  髪たくまでに 
09/1809H02 並び居る  家にも見えず  虚木綿の  隠りて居れば  見てしかと 
09/1809H03 いぶせむ時の  垣ほなす  人の問ふ時  茅渟壮士  莵原壮士の  伏屋焚き 
09/1809H04 すすし競ひ  相よばひ  しける時は  焼太刀の  手かみ押しねり  白真弓 
09/1809H05 靫取り負ひて  水に入り  火にも入らむと  立ち向ひ  競ひし時に 
09/1809H06 我妹子が  母に語ら-ク（語＿久） 『 しつたまき  いやしき我が故  ますらを
の 
09/1809H07 争ふ見れば  生けりとも  逢ふべくあれや  ししくしろ  黄泉に待たむ 』と 
09/1809H08 隠り沼の  下延へ置きて  うち嘆き  妹が去ぬれば  茅渟壮士 
09/1809H09 その夜夢に見  とり続き  追ひ行きければ  後れたる  莵原壮士い 
09/1809H10 天仰ぎ  叫びおらび  地を踏み  きかみたけびて  もころ男に 
09/1809H11 負けてはあらじと  懸け佩きの  小太刀取り佩き  ところづら 
09/1809H12 尋め行きければ  親族どち  い行き集ひ  長き代に  標にせむと  遠き代に 
09/1809H13 語り継がむと  娘子墓  中に造り置き  壮士墓  このもかのもに 
09/1809H14 造り置ける  故縁聞きて  知らねども  新裳のごとも  哭泣きつるかも 
 
  「我妹子（莵原娘子）」が母に「語る」活動は、茅渟壮士と莵原壮士とが「白真弓 靫取り負





19/4214H01 天地の  初めの時ゆ  うつそみの  八十伴の男は  大君に  まつろふものと 
19/4214H02 定まれる  官にしあれば  大君の  命畏み  鄙離る  国を治むと 
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19/4214H03 あしひきの  山川へだて  風雲に  言は通へど  直に逢はず  日の重なれば 
19/4214H04 思ひ恋ひ  息づき居るに  玉桙の  道来る人の  伝て言に  我れに語ら-ク（語
良久） 
19/4214H05『 はしきよし  君はこのころ  うらさびて  嘆かひいます  世間の 
19/4214H06 憂－ケク辛－ケク  咲く花も  時にうつろふ  うつせみも  常なくありけり 
19/4214H07 たらちねの  母の命  何しかも  時しはあらむを  まそ鏡 
19/4214H08 見れども飽かず  玉の緒の  惜しき盛りに  立つ霧の  失せぬるごとく 
19/4214H09 置く露の  消ぬるがごとく  玉藻なす  靡き臥い伏し  行く水の 
19/4214H10 留めかねつ 』 と  たはことか  人の言ひつる  およづれか  人の告げつる 










の逝去にともなって「君はこのころ  うらさびて  嘆かひいます」ということであった。この




(32) サ行四段「申す」〔1/1 例〕  
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(33) ハ行四段「言ふ」〔1/2 例〕  
04/0619H01 おしてる  難波の菅の  ねもころに  君が聞こして  年深く  長くし言へば 
04/0619H02 まそ鏡  磨ぎし心を  ゆるしてし  その日の極み  波の共  靡く玉藻の 
04/0619H03 かにかくに  心は持たず  大船の  頼める時に  ちはやぶる  神か離くらむ 
04/0619H04 うつせみの  人か障ふらむ  通はしし  君も来まさず  玉梓の  使も見えず 
04/0619H05 なりぬれば  いたもすべなみ  ぬばたまの  夜はすがらに  赤らひく 
04/0619H06 日も暮るるまで  嘆けども  験をなみ  思へども  たづきを知らに 
04/0619H07『たわや女』と  言は-クも（言＿雲）しるく  たわらはの  音のみ泣きつつ  た
廻り 










(34) バ行四段「のたぶ」〔1/1 例〕 
 
20/4408H01 大君の  任けのまにまに  島守に  我が立ち来れば  ははそ葉の 
20/4408H02 母の命は  み裳の裾  摘み上げ掻き撫で  ちちの実の 
20/4408H03 父の命は  栲づのの  白髭の上ゆ  涙垂り 
20/4408H04 嘆きのたば-ク（奈気伎乃多婆久） 『 鹿子じもの  ただ独りして  朝戸出の  愛
しき我が子 
20/4408H05 あらたまの  年の緒長く  相見ずは  恋しくあるべし 
20/4408H06 今日だにも  言問ひせむ 』 と  惜しみつつ  悲しびませば  若草の 
20/4408H07 妻も子どもも  をちこちに  さはに囲み居  春鳥の  声のさまよひ 
20/4408H08 白栲の  袖泣き濡らし  たづさはり  別れかてにと  引き留め 
20/4408H09 慕ひしものを  大君の  命畏み  玉桙の  道に出で立ち 
― 33 ― 
20/4408H10 岡の崎  い廻むるごとに  万たび  かへり見しつつ  はろはろに 
20/4408H11 別れし来れば  思ふそら  安くもあらず  恋ふるそら 
20/4408H12 苦しきものを  うつせみの  世の人なれば  たまきはる 
20/4408H13 命も知らず  海原の  畏き道を  島伝ひ  い漕ぎ渡りて 
20/4408H14 あり廻り  我が来るまでに  平－ケク  親はいまさね  つつみなく 
20/4408H15 妻は待たせと  住吉の  我が統め神に  幣奉り 
20/4408H16 祈り申して  難波津に  船を浮け据ゑ  八十楫貫き 














4.2. 分析（６）： 通達動詞ハダカ形の-ラクの事例 
 
(35) -ラ行四段「告る」〔1/1 例〕 
 
13/3318H01 紀の国の  浜に寄るといふ  鰒玉  拾はむと言ひて  妹の山 
13/3318H02 背の山越えて  行きし君  いつ来まさむと  玉桙の  道に出で立ち 
13/3318H03 夕占を  我が問ひしかば  夕占の  我れに”告-ラク（告良久） 『 我妹子や  汝
が待つ君は 
13/3318H04 沖つ波  来寄る白玉  辺つ波の  寄する白玉  求むとぞ  君が来まさぬ 
13/3318H05 拾ふとぞ  君は来まさぬ  久ならば  いま七日ばかり  早くあらば 
13/3318H06 いま二日ばかり  あらむとぞ  君は聞こしし   な恋ひそ我妹 』 















(36) ガ行下二段「告ぐ」 〔3/3 例〕   
 
13/3303H01 里人の  我れに告ぐ-ラク（告＿楽）  『 汝が恋ふる  うつくし夫は  黄葉の 
13/3303H02 散り乱ひたる  神なびの  この山辺から 
13/3303I01［或本云］ 
13/3303H03［その山辺］ 
13/3303H04 ぬばたまの  黒馬に乗りて  川の瀬を  七瀬渡りて  うらぶれて 

















17/3973H01 大君の  命畏み  あしひきの  山野さはらず  天離る 
17/3973H02 鄙も治むる  大夫や  なにか物思ふ  あをによし 
17/3973H03 奈良道来通ふ  玉梓の  使絶えめや  隠り恋ひ 
17/3973H04 息づきわたり  下思に  嘆かふ我が背  いにしへゆ 
17/3973H05 言ひ継ぎくらし  世間は  数なきものぞ  慰むる 
17/3973H06 こともあらむと  里人の  我れに”告ぐ-ラク（都具良久） 『 山びには 
17/3973H07 桜花散り  貌鳥の  間なくしば鳴く  春の野に 
17/3973H08 すみれを摘むと  白栲の  袖折り返し  紅の  赤裳裾引き  娘子らは 
17/3973H09 思ひ乱れて  君待つと  うら恋すなり 』 心ぐし 
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態の有効性に注目した場合、非局在的な事態であることになる。 
17/4011H01 大君の  遠の朝廷ぞ  み雪降る  越と名に追へる  天離る 
17/4011H02 鄙にしあれば  山高み  川とほしろし  野を広み  草こそ茂き 
17/4011H03 鮎走る  夏の盛りと  島つ鳥  鵜養が伴は  行く川の 
17/4011H04 清き瀬ごとに  篝さし  なづさひ上る  露霜の 
17/4011H05 秋に至れば  野も多に  鳥すだけりと  大夫の 
17/4011H06 友誘ひて  鷹はしも  あまたあれども  矢形尾の  我が大黒に 
17/4011I01［大黒者蒼鷹之名也］ 
17/4011H07 白塗の 鈴取り付けて  朝猟に  五百つ鳥立て  夕猟に 
17/4011H08 千鳥踏み立て  追ふ毎に  許すことなく  手放れも  をちもかやすき 
17/4011H09 これをおきて  またはありがたし  さ慣らへる  鷹はなけむと  心には 
17/4011H10 思ひほこりて  笑まひつつ  渡る間に  狂れたる 
17/4011H11 醜つ翁の  言だにも  我れには告げず  との曇り  雨の降る日を 
17/4011H12 鳥猟すと  名のみを告りて  三島野を  そがひに見つつ  二上の 
17/4011H13 山飛び越えて  雲隠り  翔り去にきと  帰り来て  しはぶき告ぐれ 
17/4011H14 招くよしの  そこになければ  言ふすべの  たどきを知らに  心には 
17/4011H15 火さへ燃えつつ  思ひ恋ひ  息づきあまり  けだしくも 
17/4011H16 逢ふことありやと  あしひきの  をてもこのもに  鳥網張り 
17/4011H17 守部を据ゑて  ちはやぶる  神の社に  照る鏡  倭文に取り添へ 
17/4011H18 祈ひ祷みて  我が待つ時に  娘子らが  夢に”告ぐ-ラク（都具良久）『 汝が恋
ふる 
17/4011H19 その秀つ鷹は  松田江の  浜行き暮らし  つなし捕る  氷見の江過ぎて 
17/4011H20 多古の島  飛びた廻り  葦鴨の  すだく古江に  一昨日も 
17/4011H21 昨日もありつ  近くあらば  いま二日だみ  遠くあらば 
17/4011H22 七日のをちは  過ぎめやも  来なむ我が背子  ねもころに 
17/4011H23 な恋ひそよとぞ 』 いまに告げつる 
 
  歌番 3318 と同様に、託宣で「待ち人来たる」の旨が伝えられるくだりで、行方不明となった
自慢の鷹の帰還を「祈ひ祷みて  我が待つ時に  娘子らが  夢に告ぐ」という場面である。夢
での託宣は、「告ぐ」主体が複数（「娘子ら」）であるが、個別的な一回きりの夢における局在的
な事態といえよう。一方、通達される神託内容は、ごく近い将来（「近くあらば  いま二日だみ  










4.3. 考察(4)： 通達動詞文と時間局在性 
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